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神楽坂だより

話
題

麻
布
台
ヒ
ル
ズ
が
11
月
24
日
オ
ー
プ
ン

【
神
谷
町
】
11
月
24
日
㈮
、
麻
布
台
ヒ
ル
ズ
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
早
速
、
南
青
山
の
職
場
か
ら
歩

い
て
同
所
へ
、
西
麻
布
か
ら
見
る
と
六
本
木
ヒ
ル

ズ
と
東
京
タ
ワ
ー
が
一
列
で
眺
め
が
い
い
で
す
。

小
職
は
、
取
材
調
査
、
街
歩
き
に
当
た
っ
て
は
、

昭
和
47
（
１
９
７
２
）
年
発
行
の
「
昭
文
社
の
東

京
区
別
地
図
」
を
片
手
に
歩
い
て
い
ま
す
。

芝
大
門
か
ら
は
、
上
り
坂
で
飯
倉
、
六
本
木
へ

と
東
西
に
細
長
い
麻
布
台
。
南
北
は
、
谷
の
地
形

に
広
く
も
な
い
外
苑
東
通
り
な
ど
、
地
下
鉄
も
最

寄
り
駅
は
「
神
谷
町
」
、
都
心
の
ポ
ケ
ッ
ト
、
車

と
バ
ス
の
ま
ち
で
し
た
。

投
融
資
業
務
の
現
役
時
代
は
、
企
業､

団
体
の
訪

問
先
も
多
く
坂
道
を
よ
く
歩
き
ま
し
た
。
路
地
を

入
れ
ば
、
整
然
と
は
言
え
な
い
町
並
み
で
し
た
。

こ
れ
だ
け
の
区
画
を
再
開
発
す
る
の
だ
か
ら
地
権

者
も
多
く
、
地
上
げ
屋
の
横
行
で
苦
労
の
連
続
で

あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
外
務
省
飯
倉
公
館､

ロ
シ
ア
大
使
館
の

あ
る
麻
布
台
界
隈
を
森
ビ
ル
の
虎
ノ
門
地
域
か
ら

麻
布
台
ま
で
一
体
感
の
あ
る
長
期
的
展
望
の
“
緑

の
空
間
”
を
採
り
入
れ
た
“
癒
し
の
場
”
再
開
発

事
業
で
環
境
は
一
変
し
ま
し
た
。

最
上
階
の
レ
ジ
デ
ン
ス
１
、
５
０
０
㎡
は
２
０

０
億
円
、
買
主
は
、
上
場
企
業
と
な
っ
た
オ
ー
ナ
ー

と
聞
く
、

70
㎡
の
広
さ
で
約
２
４
千
万
円
、
誰
が

買
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
富
の
偏
在
を
象
徴
し

ま
す
。

バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
資
産
価
値
は
、
こ
の
麻

布
台
ヒ
ル
ズ
の
よ
う
に
地
域
再
開
発
に
よ
っ
て
住

ま
い
、
就
業
環
境
が
一
変
す
る
こ
と
で
不
動
産
所

有
者
、
地
主
・
企
業
株
主
の
効
果
が
大
き
い
。
円

安
も
外
国
人
の
投
資
対
象
、
勝
ち
組
の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
が
住
ま
い
す
る
の
で
し
ょ
う
。

同
ヒ
ル
ズ
の
シ
ョ
ピ
ン
グ
店
は
、
２
万
円
～

20

万
円
が
中
心
価
格
帯
、
オ
ー
プ
ン
当
初
で
も
あ
り

そ
ぞ
ろ
歩
き
の
多
い
こ
と､

シ
ョ
ピ
ン
グ
袋
を
手
に

し
た
客
は
少
な
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
だ
け
の
投
資

を
し
て
の
勝
算
、
大
丈
夫
か
な
、
交
通
ア
ク
セ
ス

が
も
う
１
手
段
欲
し
い
は
本
音
の
所
感
で
す
。

東
京
銭
湯
め
ぐ
り
に
参
加

【
千
代
田
】
東
京
都
浴
場
組
合
（
・
約
４
５
０
軒
）

は
、
「
ゆ
っ
ぽ
く
ん
と
い
く
！
！
＃
銭
湯
ホ
ッ
ピ

ン
グ
」
と
題
し
て

10
月

15
日
か
ら

11
月
30
日
ま

で
銭
湯
巡
り
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
企
画
、
映
画

「
こ
ん
に
ち
は
、
母
さ
ん
」
で
の
銭
湯
ロ
ケ
地
探

し
を
兼
ね
て
参
加
し
ま

し
た
。

神
楽
坂
の
銭
湯
①
⑩

「
竹
の
湯
」
、
②
⑪

「
熱
海
湯
、
⓷
⑫
「
第

三
玉
乃
湯
」
、
区
内
の

大
久
保
通
り
④
「
万
年

湯
」
、
北
区
滝
野
川

（
都
電
「
巣
鴨
新
田
」

種
屋
通
り
・
亀
の
子

束
子
近
所
）
⑤
「
稲

荷
湯
」
写
真
、
⑥
錦

糸
町
・
墨
田
区
「
黄

金

湯

」

、

⑦

押

上

「
大
黒
湯
」
、
⑧
向

島
「
薬
師
湯
」
、
⓽

東
向
島
「
寺
島
浴
場
」

で
ゴ
ー
ル
と
な
り
ま

し
た
。
バ
ッ
ク
Ｇ
ｅ

ｔ
。
懐
か
し
い
銭
湯

♨

の
石
鹸
、
下
町
に

多
い
「
牛
乳
石
鹸
」
、

中
で
も
、
「
稲
荷
湯
」

は
何
と
「
皆
様
石
鹸
」

で
し
た
、
奈
良
県
御

所
市
の
石
鹸
会
社
で

す
か
ら
。
新
宿
区
民

60
歳
以
上
月
４
枚
銭

湯
利
用
券
配
布(

所
得

制
限
な
し
・
無
料)

世
界
の
忘
れ
も
の

温
か
い
心

コ
モ
ン
ズ
の
時
代
な
の
に

今
、
人
間
社
会
に
問
わ
れ
て
い
る
の
が

コ
モ
ン
ズ
。

コ
モ
ン
ズ
と
は
、
特
定
の
人

や
団
体
が
所
有
す
る
こ
と
な
く
誰
で
も
が

自
由
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
占
有

が
許
さ
れ
な
い
空
間
を
指
し
ま
す
。
一
般

的
に
コ
モ
ン
ズ
の
空
間
・
場
を
利
用
す
る

こ
と
で
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
生
き
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
醸
成
と
な
り
ま
す
。

コ
モ
ン
ズ
は
、
①
共
有
資
源
が
誰
で
も

利
用
で
き
る
状
態
で
あ
る
こ
と
、
②
共
有

資
源
が
希
少
ま
た
は
有
限
で
あ
る
こ
と
、

が
要
件
で
す
。

表
「
社
会
の
変
化
と
中
心
価
値
の
推
移
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
知
識
社
会
と
な
っ
て

中
心
の
価
値
観
は
、
地
域
財
と
な
っ
て
地

球
自
体
が
人
間
に
と
っ
て
の
共
有
資
源
で

あ
り
、
大
気
や
水
、
土
地
は
希
少
か
つ
有

限
で
あ
る
コ
モ
ン
ズ
が
、
紛
争
・
戦
争
、

一
部
の
経
済
合
理
性
を
追
求
の
開
発
や
森

林
伐
採
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
、
産
業

廃
棄
物
処
理
問
題
な
ど
地
球
環
境
の
破
壊

へ
と
繋
が
り
続
け
て
い
ま
す
。
コ
モ
ン
ズ

の
悲
劇
と
言
え
ま
す
。
図
は
、
一
目
瞭
然
、

こ
こ
１
６
０
年
も
の
間
、
人
間
の
行
動
は
、

“
温
か
い
心
”
を
失
っ
て
い
る
の
で
す
。
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お
伊
勢
さ
ん
の
歳
時
記

令
和
５
年
・
紀
元
２
６
８
３
年
發
卯

12
月

師
走

１
日
（
金
）

御
酒
殿
祭

午
前
10
時

内
宮
神
楽
殿
の
東
側
に
隣
接
す
る
御
酒
殿
に
お
い
て

、

12
月
の
月
次
祭
の
由
貴
大
御
饌
に
お
供
え
す
る
御
料

酒(

白
酒
・
黒
酒
・
醴
酒
・
清
酒)

４
種
が
う
る
わ
し

く
醸
成
で
き
る
よ
う
、
ま
た
全
国
酒
造
業
の
繁
栄
を
御

酒
殿
の
神
に
お
祈
り
し
ま
す
。

15
日
（
金
）
16
日
（
土
）
17
日
（
日
）
月
次
祭

■
豊
受
大
神
宮

由
貴
夕
大
御
饌

15
日
（
金
）

午
後
10
時

由
貴
朝
大
御
饌

16
日
（
土
）

午
前
２
時

奉
幣

16
日
（
土
）

正
午

■
皇
大
神
宮

由
貴
夕
大
御
饌

16
日
（
土
）

午
後
10
時

由
貴
朝
大
御
饌

17
日
（
日
）

午
前
２
時

奉
幣

17
日
（
日
）

正
午

12
月
の
月
次
祭
（
つ
き
な
み
さ
い
）
は
、

10
月
の

神
嘗
祭
（
か
ん
な
め
さ
い
）
・
６
月
の
月
次
祭
と

共
に
「
三
節
祭
」
と
呼
ば
れ
る
神
宮
の
最
も
由
緒
深

い
祭
典
で
す
。
15
日
皇
大
神
宮

御
ト
・
興
玉
神
祭

31
日
（
日
）
大
祓

15
時

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
大
宮
司
以
下
の
神
職
・

楽
師
を
祓
い
清
め
る
儀
式
で
す
。
ま
た
同
日
神
宮
司
庁

等
で
す
べ
て
の
神
宮
の
職
員
を
祓
い
清
め
ま
す
。

参
拝
時
間

注
意

冬
季
時
間
。
年
越
し
参
り

一
般
参
拝

午
前
５
時
～
午
後
５
時
（
大
晦
日

ほ
終
日
）

御
祈
祷

両
宮
と
も
午
前
８
時
～
午
後
４
時

（
ご
奉
仕
８:

30
～
）

祭
典
は
、
参
拝
時
間
内
は
奉
拝
で
き
ま
す
。

日
別
朝
夕
大
御
饌
祭

外
宮
御
饌
殿
毎
朝
夕

神
馬
牽
参

１
日(

金)

、
11
日(

月)

、

21
日(

木)

両
宮

午
前
８
時
過
ぎ

※
冬
季
で
あ
り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
加
わ
り
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
参
拝
に
あ
た
っ
て
は

神
宮
Ｈ
Ｐ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

神
宮
の
奉
仕
団
体
、
相
次
い
で
「
周
年
」

公
益
社
団
法
人
日
本
青
伸
会
（
東
京
都
千
代
田

区
西
神
田
２
・
理
事
長
・
久
本
惠
章
）
が
本
年
６

月
設
立
80
周
年
、
神
宮
御
萱
地
造
成
勤
労
奉
仕
80

周
年
を
迎
え
６
月
３
日
を
中
心
に
記
念
事
業
と

“
萱
（
か
や
）
”
の
不
足
が
顕
在
化
で
栽
培
の
若

い
世
代
へ
の
伝
承
・
奉
仕
基
盤
整
備
に
向
け
て
青

年
部
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
周
年
を
機
に
更

な
る
「
庭
燎
奉
仕
」
と
「
山
の
神
・
ひ
も
ろ
ぎ
の

里
」
の
整
備
拡
充
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
般
財
団
法
人
伊
勢
神
宮
崇
敬
会
（
伊

勢
市
宇
治
中
之
切
町
・
会
長
・
松
下
正
幸
）
は
、

戦
後
初
め
て
の
第
59
回
式
年
遷
宮
（
昭
和
28
年
）

の
募
財
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
「
伊
勢
神
宮
式
年

遷
宮
奉
賛
会
」
を
母
体
と
し
て
、
昭
和
28
年
12
月

２
日
、
「
財
団
法
人
伊
勢
神
宮
奉
賛
会
」
を
設
立
、

そ
の
後
、
現
在
の
組
織
名
称
と
な
り
平
常
時
に
お

け
る
神
宮
奉
賛
活
動
を
行
な
っ
て
お
り
本
年
、
70

周
年
で
す
。
日
本
の
伝
統
・
文
化
・
精
神
を
体
感
、

体
得
で
き
る
伊
勢
神
宮
を
知
り
理
解
す
る
こ
と
こ

そ
が
真
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

絵
か
き
の
ま
ち

志
摩
市
大
王
町
浪
切

県
立
美
術
館
美
術
セ
ミ
ナ
ー
で
司
会

【
志
摩
】
12
月
２
日
（
土
）
午
後
、
本
年
度

三
重
県
立
美
術
館
友
の
会
で
理
事
と
し
て
研
修

部
長
を
拝
命
の
小
職
は
、
志
摩
市
大
王
町
波
切

「
平
賀
亀
祐
記
念
館
」
で
開
催
の
美
術
セ
ミ
ナ
ー

「
越
境
と
美
術
」
と
題
し
て
県
立
美
術
館
鈴
村

麻
里
子
学
芸
員
が
講
演
さ
れ
、
司
会
進
行
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

幸
い
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
大
盛
況
と
な
り
、

志
摩
市
並
び
に

鳥
羽
、
伊
勢
は

じ
め
南
勢
地
区

の
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
ご
来
場
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

伊
勢
が
生
ん
だ
女
流
歌
人
の

第
一
人
者

生
方
た
つ
ゑ

生
方
た
つ
ゑ
さ
ん
は
、
「
少
女
期
の
伊
勢
」
で

〝
参
道
の
中
央
は
慎
み
の
心
を
”
と
伊
勢
の

母
の
教
え
が
お
正
月
に
よ
み
が
え
る
、
神
を

中
心
と
し
た
暮
ら
し
の
し
き
た
り
が
根
付
い

て
い
ま
し
た
。
と
寄
稿
さ
れ
て
い
ま
す
。
伊

勢
市
宮
後
（
明
治
37
年
）
の
間
宮
家
に
生
ま

れ
、
宇
治
山
田
高
女
を
大
正
11
年
卒
業
、
日

本
女
子
大
卒
業
、
群
馬
県
沼
田
市
の
生
方
家

へ
嫁
が
れ
歌
人
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

11
月
、
小
職
が
県
立
沼
田
高
校
の
修
学

旅
行
一
行
を
外
宮
・
内
宮
両
宮
を
案
内
で
受

け
持
っ
た
グ
ル
ー
プ
の
引
率
が
た
ま
た
ま
同

校
田
村
教
頭
先
生
、
國
學
院
大
學
出
身
で
国

語
科
を
担
当
、
「
生
方
文
庫
」
に
造
詣
が
深

く
伊
勢
と
沼
田
が
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
話

さ
れ
、
慶
光
院
さ
ん
、

宇
治
土
公
さ
ん
と
同

期
生
の
生
方
さ
ん
、

先
生
と
案
内
の
合
間

に
話
が
弾
み
ま
し
た
。

す
べ
て
は
、
縁
で
す
ね
。

（
写
真
・
伊
勢
市
立
伊

勢
図
書
館
前
「
生
方
た

つ
ゑ
句
碑
」
）
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紙小路あつまろの独り言

ホームで電車待ちしていたら3人の
若い外人女性たちに声をかけられ
「大阪へ行くのにどの電車に乗れば
良いのか」と尋ねられた｡

切符を見せていただいたら私が持っ
ている「近鉄全線フリー券」と同じ
で､この切符だけでした。

特急の後の急行に乗車すれば、そ
のまま大阪へ行けますよ。私も乗り
ます。とカタコト英語での案内も相
手に通じたのでホッと、日本国内も
インバウンドが回復傾向でこういう
シーンは益々日常的になってくるの
でしょうね。

彼女たち大きなスーツケースを持っ
て国内を移動しているのです。ネパー
ル、インド、ベトナム､台湾､香港､イ
ンドネシアではなさそう。顔立ちか
らおそらくフィリピン人かな。

介
護
サ
ー
ビ
ス
相
談
員

永
年
勤
続
表
彰

【
平
河
町
】
12
月
１
日(

金)
、
午
後
か
ら
東
京

平
河
町
砂
防
会
館
別
館
「
バ
ッ
ハ
ホ
ー
ル
」
で
令

和
５
年
度
介
護
サ
ー
ビ

ス
相
談
活
動
事
例
報
告

会
が
開
催
さ
れ
、
永
年

表
彰
式
に
お
い
て
一
人

ひ
と
り
登
壇
、
被
表
彰

者
と
し
て
授
受
い
た
し

ま
し
た
。

静
岡
市､

八
王
子
市

の
介
護
サ
ー
ビ
ス
相
談

員
と
同
席
で
し
た
の
で

昨
今
の
活
動
状
況
に
つ

い
て
情
報
交
換
の
機
会

が
で
き
有
益
な
報
告
会

で
し
た
。

介
護
老
人
保
健
施
設
な
ど
の

相
部
屋
の
室
料

制
度
見
直
し
へ

自
己
負
担
化
の
方
向
を
示
す

【
霞
が
関
】
朝
日
新
聞
ニ
ュ
ー
ス
デ
ジ
タ
ル

（2
0
2
3
.
1
2
.
0
2

）
に
よ
る
と
、
介
護
保
険
制

度
の
介
護
老
人
保
健
施
設
な
ど
の
相
部
屋
の
室
料

に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
は
低
所
得
者
を
除
く
利

用
者
に
全
額
自
己
負
担
を
求
め
る
方
向
で
調
整
に

入
り
ま
し
た
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
は
、
既
に
２
０
１
５

年
８
月
か
ら
月
１
万
４
千
円
の
室
料
が
自
己
負
担

化
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
よ
う
に
制
度
を
見
直
す
。

４
日
に
開
く
社
会
保
障
審
議
会
（
厚
労
相
の
諮

問
機
関
）
の
分
科
会
で
案
を
示
さ
れ
ま
す
。
対
象

は
、
在
宅
へ
の
復
帰
や
在
宅
で
の
生
活
を
支
援
す

る
介
護
老
人
保
健
施
設
（
定
員
約
37
万
１
千
人
）
、

長
期
療
養
の
人
が
生
活
の
場
と
す
る
介
護
医
療
院

（
同
約
３
万
８
千
人
）
、
長
期
療
養
が
必
要
な
人

に
介
護
や
医
療
を
提
供
す
る
介
護
療
養
型
医
療
施

設
（
同
約
１
万
３
千
人
）
。

介
護
施
設
の
居
住
費
は
元
々
、
保
険
給
付
の
対

象
だ
っ
た
。
し
か
し
、
在
宅
介
護
と
の
公
平
性
を

踏
ま
え
、
２
０
０
５
年
10
月
か
ら
相
部
屋
で
は

光
熱
水
費
、
個
室
は
室
料
も
含
め
て
保
険
給
付
の

対
象
外
と
な
り
、
さ
ら
に
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

で
は
２
０
１
５
年
８
月
以
降
、
「
事
実
上
の
生
活

の
場
と
し
て
選
択
さ
れ
て
い
る
」
と
の
理
由
で
相

部
屋
も
室
料
を
自
己
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

伊
勢
民
主
診
療
所
が
新
築
移
転

常
盤
２
丁
目
「
常
磐
湯
」
跡
地

２
０
２
５
年
春
開
院

【
伊
勢
】
み
え
医
療
福
祉
生
活
協
同
組
合
伊
勢

民
主
診
療
所
（
医
療
・
「
宮
川
さ
く
ら
苑
」
ほ
か

介
護
施
設
運
営
・
伊
勢
市
浦
口
４
丁
目
２-

13
）

は
、
昭
和
51
（
１
９
７
６
）
年
現
在
地
で
開
院

以
来
、
47
年
を
経
過
、
令
和
８
（
２
０
２
６
）

年
に
50
周
年
を
迎
え
る
こ
と
で
、
県
道
伊
勢
・

南
島
線
（
伊
勢
参
宮
街
道
）
常
盤
二
丁
目
地
内
銭

湯
「
常
磐
湯
」

（
写
真
・
１
月
末

日
廃
業
）
跡
地
に

移
転
、
新
築
を
行

な
い
令
和
７
（
２

０
２
５
）
年
春
開

院
を
い
た
す
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

母
体
の
伊
勢
・

度
会
医
療
生
活
協

同
組
合
は
、
昭
和

49
年
７
月
７
日
、
七
夕
台
風
が
伊
勢
地
方
を
襲

い
市
街
地
の
床
上
浸
水
甚
大
で
同
市
岡
本
２
丁
目

地
内
に
「
災
害
救
急
診
療
所
」
設
置
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
全
日
本
民
医
連
、
日
本
生
協
連
が
救
援
・

支
援
活
動
協
力
を
得
て
同
年
８
月
27
日
付
「
あ

な
た
が
つ
く
る
診
療
所
建
設
ニ
ュ
ー
ス
」
第
１
号

で
診
療
所
建
設
に
伴
う
資
金
調
達
と
し
て
コ
ー
プ

協
同
組
合
へ
の
加
入
、
出
資
金
を
呼
び
か
け
今
日

の
診
療
所
建
設
運
営
の
礎
と
な
っ
た
経
緯
が
あ
り

ま
す
。
今
回
も
同
様
に
組
合
へ
の
加
入
、
出
資
金

を
広
く
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

移
転
先
は
、
旅
館
「
紅
葉
軒
」
西
隣
で
、
北
側

に
は
、
医
療
法
人

全
心
会
伊
勢
慶
友

病
院
跡
地
（
写
真
・

来
春
、
ス
ー
パ
ー

牛
虎
等
新
築
移
転

開
業
）
利
用
と
と

も
に
、
浦
之
橋
商

店
街
周
辺
の
中
心

市
街
地
活
性
化
が

期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

認知症徘徊行方不明者が過去最高

認知症やその疑いがあり、行方不明になっ

た人は去年、全国で延べ1万8700人余りと、
これまでで最も多くなったことが警察庁の

まとめで分かりました。2012年のおよそ2倍
に増えていて、警察庁は行方不明者を早期

に発見するため、自治体などとの連携を進

めることにしています。

話
題

千
葉
産
落
花
生
１
袋
５
０
０
円
、

が
７
袋
で
千
円
に
、
ア
メ
横

11
月

30
日(

木)
､

篤
、
敏
之
兄
弟
が
初
め
て
京
成
線

「
上
野
」
駅
前
界
隈
の
「
ア
メ
横
」
も
ん
じ
ゃ
焼
き
の

「
も
へ
じ
上
野
分
店
」
で
会
食
。
乾
き
も
の
老
舗
販
売
店

で
何
と
７
袋
で
千
円
で
良
い
、
ま
で
下
が
り
買
い
ま
し
た
。



.

地
場
伝
統
産
業
で
み
る

価
値
創
造

.

熊
野
筆
「
筆
の
都
」

筆
づ
く
し
の
ま
ち
づ
く
り

広
島
県
安
芸
郡
熊
野
町
（
写
真
・

熊
野
町
役
場
）
は
、
「
筆
の
都
」
と

し
て
人
口
約
２
３
千
人
、
う
ち
筆
産

業
に
約

10%

が
従
事
し
て
お
り
広
く

知
ら
れ
る
。
広
島
熊
野
道
路
の
無
料

化
以
降
、
熊
野
モ
ー
ル
の
進
出
で
新

築
住
宅
の
増
加
、
人
口
の
微
増
な
ど

広
島
市
、
呉
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の

色
彩
が
強
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
農

地
の
少
な
か
っ

た
熊
野
で
は
、

農
閑
期
に
な

る
と
紀
州
・

熊
野
や
大
和
・

吉
野
に
出
稼

ぎ
に
出
て
、

帰
り
に
筆
や

墨
を
仕
入
れ
て
行
商
。
筆
づ
く
り
を

学
ん
で
帰
っ
た
人
々
が
村
人
に
筆
づ

く
り
を
広
め
た
の
が
契
機
と
な
り
江

戸
時
代
末
期
、
熊
野
の
筆
づ
く
り
が

始
ま
っ
た
。
熊
野
町
の
地
域
特
性
か

ら
穂
と
な
る
獣
毛
や
、
軸
と
な
る
竹

の
生
産
地
で
は
な
く
、
筆
づ
く
り
の

技
術
だ
け
が
伝
承
さ
れ
て
き
た
。

熊
野
町
の
筆
の
生
産
は
全
国
の
大
部

分
を
占
め
て
お
り
、
昭
和

50
（
１
９

７
５
）
年
に
は
毛
筆
産
業
と
し
て
は

初
め
て
経
済
産
業
省
「
伝
統
的
工
芸

品
」
の
指
定
を
受
け
、
「
筆
の
都
」

と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
筆
づ
く
り
の

町
へ
と
発
展
し
て
き
て
い
る
。
現
在
、

伝
統
工
芸
士
は

18
名
（
う
ち
女
性
３

名
）
、
国
内
外
向
け
の
化
粧
筆
を
は

じ
め
全
国
の
書
道
家
の
特
注
品
を
手

掛
け
る
な
ど
全
国
一
の
生
産
量
、
シ
ェ

ア
を
誇
っ
て
い
る
（
熊
野
町
産
業
観

光
課
ヒ
ア
リ
ン
グ
）
。

代
表
企
業

白
鳳
堂

化
粧
筆
で
も
名
高
い(

株)

白
鳳
堂

（
本
社
・
工
場

広
島
県
安
芸
郡
熊

野
町
城
之
堀
７
丁
目

10-

９
・
代
表

取
締
役
社
長
高
本

壮
・
資
本
金
５

千
万
円
・
写
真

本
社
工
場
）
は
、

10
年
余
り
前

か
ら
毎
年
小

筆
を
神
宮
に

奉
納
し
て
お

り
、
機
会
が

あ
れ
ば
、
記

帳
時
に
同
社

の
筆
を
手
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
（
ヒ
ア
リ
ン
グ
）
。

ま
た
、
同
社
は
、
平
成

19
（
２
０

０
７
）
年
、
神
宮
の
祭
主
を
務
め
て

お
ら
れ
た
池
田
厚
子
さ
ま
が
昭
和
天

皇
の
和
歌
を

同
社
製
の
筆

で
記
さ
れ
た

際
、
化
粧
筆

と
化
粧
箱
を

神
宮
に
奉
納
、

感
謝
状
を
広

島
本
社
シ
ョ
ー

ル
ー
ム
（
写

真
）
に
「
額
」
を
掲
げ
て
い
る
（
現

在
、
神
宮
の
博
物
館
「
神
宮
徴
古
館
」

に
所
蔵
・
写

真
）
。
滑
ら

か
な
肌
触
り

で

80
ほ
ど

の
分
業
化
し

た
工
程
を
筆

司
職
人
を
育

成
す
る
こ
と

に
よ
り
１
日
約
２
万
本
の
高
品
質
で

多
種
多
様
な
筆
を
自
社
で
安
定
生
産

し
て
い
る
。
筆
の
生
産
を
家
業
（
高

本
製
作
所
）
と
し
て
い
た
創
業
者
高

本
和
男
が
昭
和

49
（
１
９
７
４
）
年

８
月
、
同
社
を
設
立
。
筆
者
が
、
Ｖ

Ｃ
在
職
時
代
、
同
社
の
動
向
に
注
視

し
て
い
た
も
の
の
Ｖ
Ｃ
や
銀
行
等
金

融
機
関
の
訪
問
を
受
け
て
い
る
中
で

投
融
資
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
た
び

た
び
耳
に
す
る
の
は
「
晴
れ
の
日
に

傘
」
、
平
成
７
（
１
９
９
５
）
年
、

同
社
が
カ
ナ
ダ
の
化
粧
品
会
社
の
化

粧
筆
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
契
約
を
皮
切
り
に
各

有
名
ブ
ラ
ン
ド
と
の
直
接
Ｏ
Ｅ
Ｍ
契

約
締
結
で
「
化
粧
筆
の
熊
野
」
、

「
化
粧
筆
の
白
鳳
堂
」
が
脚
光
、
ブ

レ
イ
ク
と
な
っ
た
。
同
社
の
技
術
や

コ
ン
テ
ン
ツ
を
正
当
に
評
価
で
き
な

か
っ
た
“
目
利
き
力
”
の
な
さ
を
反

省
す
る
。
平
成
17
（
２
０
０
５
）
年
、

第
１
回
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
（
内

閣
総
理
大
臣
賞
）
を
受
賞
、
翌

18

（
２
０
０
６
）
年
に
は
、
経
済
産
業

省
中
小
企
業
庁
「
元
気
な
モ
ノ
作
り

中
小
企
業
３
０
０
社
」
並
び
に
情
報

処
理
推
進
機
構
「
Ｉ
Ｔ
経
営
百
選

最
優
秀
賞
企
業
」
、
令
和
２
（
２
０

２
０
）
年
、
経
済
産
業
省
「
２
０
２

０
年
版

グ
ロ
ー
バ
ル
ニ
ッ
チ
ト
ッ

プ
企
業
１
０
０
選
」
に
選
定
さ
れ
て

い
る
。
同
社
を
取
材
し
て
目
の
当
た

り
に
し
た
の
は
高
品
質
を
維
持
し
つ

つ
量
産
技
術
の
確
立
（
「
筆
の
穂
製

造
法
」
特
開1

0-
19
38

6
5

は
じ
め
特

許

15
件
）
、
独
創
的
高
機
能
で
他
社

の
追
随
を
許
さ
な
い
背
景
に
は
、
オ
ー

ナ
ー
に
よ
る
検
品
が
挙
げ
ら
れ
、
広

島
本
社
、
東
京
南
青
山
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
な
ど
を
通
じ
て
絶
え
な
い
バ
イ
ヤ
ー

と
の
商
談
、
コ
ン
タ
ク
ト
は
信
頼
の

証
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

あ
る
。
ま
た
、
広
報
雑
誌
『
ふ
で
ば

こ
』
（
２
０
０
３
年
創
刊
・
季
刊
）

は
、
我
が
国
の
伝
統
文
化
を
特
集
テ
ー

マ
と
し
て
お
り
味
わ
い
深
く
誌
面
構

成
の
内
容
は
特
筆
。
メ
イ
ク
ア
ッ
プ

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
系
ブ
ラ
ン
ド
に
も
注

力
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
骨
董
の
ま
ち

青
山
に
融
合
し
て
お
り
化
粧
筆
で
は
、

世
界
一
の
品
質
と
ブ
ラ
ン
ド
力
と
の

評
価
を
受
け
て
い
る
。
地
場
の
筆
産

業
に
過
ぎ
な
か
っ
た
同
社
の
世
界
的

な
評
価
、
ブ
ラ
ン
ド
化
で
「
熊
野
筆
」

は
、
再
び
、
雇
用
拡
大
と
付
加
価
値

の
創
出
に
よ
っ
て
熊
野
町
の
地
域
経

済
基
盤
を
ゆ
る
ぎ
な
い
も
の
へ
牽
引

の
成
長
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。
（
東

村

篤
「
広
報
媒
体
“
伊
勢
だ
よ
り
”

か
ら
学
ぶ
地
域
価
値
創
造
に
関
す
る

一
考
察
」Crea

ting
Loca

l
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u
e
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o
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f
o
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東村 篤（JSPS日本学術振興会）
四日市大学研究機構環境技術研究所研究員

（一社）事業と相続の駆け込み寺プロフェ

ショナルチームメンバー

（一社）国際CCO交流研究所理事主任研究員
（一社）全国元気まち研究会研究員

日本広報学会/四日市大学学会

（4）

◆
◆

◇
今
に
始
ま
っ

た
こ
と
で
は

な
い
政

治

と
カ
ネ
を
巡

る
問
題
、
投

融
資
の
世
界―

金
融
・
不
動
産

の
領
域
に
居
る
と
利
権
獲
得
を

め
ぐ
っ
て
蠢
い
て
い
る
感
が
あ

り
ま
す
。
◇
株
式
市
場
も
場
立

ち
の
時
代
は
、
清
和
会
な
ど
様
々

な
団
体
か
ら
の
資
金
が
間
接
的

に
流
入
、
“
政
治
銘
柄
”
と
称

さ
れ
水
面
下
で
シ
ナ
リ
オ
相
場

が
形
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
◇

特
に
、
「
大
・
福
・
角
」
の
政

争
は
、
熾
烈
、
花
柳
界
も
潤
っ

て
い
ま
し
た
。
◇
歴
史
的
に
見

れ
ば
、
識
者
の
見
解
、
評
価
は

分
か
れ
ま
す
が
日
露
戦
争
を
勝

利
に
導
い
た
大
蔵
大
臣
高
橋
是

清
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の

証
券
不
況
で
証
券
保
有
組
合
を

創
設
、
受
け
皿
を
担
い
苦
境
を

乗
り
切
っ
た
大
蔵
大
臣
田
中
角

栄
、
た
た
き
上
げ
の
“
闇
将
軍
”

首
相
の
座
に
就
き
「
日
本
列
島

改
造
論
」
は
、
今
も
な
お
全
国

新
幹
線
網
の
国
土
計
画
の
下
地

と
な
っ
て
い
ま
す
。
◇
既
得
権

益
や
保
身
に
し
が
み
つ
く
姿
勢
、

行
動
で
は
良
識
あ
る
国
民
の
支

持
は
得
ら
れ
な
い
。
国
民
も
ま

た
利
益
誘
導
で
の
政
治
家
利
用

で
は
根
本
的
な
歯
止
め
、
解
決

に
は
つ
な
が
ら
な
い
。
◇
長
老

支
配
か
ら
若
き
幕
末
の
志
士
ご

と
く
若
い
世
代
か
ら
の
救
国
リ
ー

ダ
ー
登
場
が
待
た
れ
ま
す
。

先
憂

後
楽

Guest 1
いいですね


